
続
「
更
級
日
記
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
の
夢
を
め
ぐ
っ
て
」

関

根

慶

子

 
わ
た
く
し
は
本
誌
前
号
（
「
日
本
文
学
研
究
」
第
十
三
号
）
に
、
「
更
級
日

記
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
の
夢
を
め
ぐ
っ
て
」
を
執
筆
し
た
が
、
時
間
切
れ
や
紙

幅
の
関
係
で
保
留
し
た
分
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
補
っ
て
続
稿
と
し
た
い
α
す

な
わ
ち
前
号
で
は
、
主
と
し
て
更
級
日
記
自
体
に
お
い
て
論
究
す
る
に
急
で
、

作
晶
の
属
す
る
時
代
の
阿
弥
陀
信
仰
と
の
関
連
か
ら
述
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
は

他
日
を
期
し
て
い
た
の
で
、
い
ま
機
を
得
て
追
加
す
る
次
第
で
あ
る
。
・

 
そ
し
て
ま
ず
、
前
号
で
触
れ
た
三
善
為
康
の
阿
弥
陀
仏
来
迎
の
夢
か
ら
と
り

あ
げ
て
い
く
。
為
康
の
こ
の
夢
は
、
彼
の
自
著
「
拾
遺
往
生
伝
」
の
序
に
よ
る

と
「
そ
の
内
容
が
知
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
夢
の
前
後
に
記
す
文
面
と
併
せ
て

そ
れ
は
平
安
時
代
の
阿
弥
陀
信
仰
の
実
態
を
も
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
ま
ず
こ
の
夢
を
と
り
あ
げ
、
更
級
の
来
迎
の
夢
と
の
比
較
か
ら
始

め
て
＾
平
安
時
代
の
阿
弥
陀
信
仰
忙
つ
い
て
い
さ
さ
か
述
べ
、
そ
の
中
に
再
び

更
級
の
そ
の
夢
を
置
い
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
更
級
作
者
孝
標
野
の
信
仰
の

再
吟
味
と
し
た
い
所
存
で
あ
る
。

コ
拾
遺
往
生
伝
L   au

序
は
周

知
の
も

の
で』
あ

う
つ
カ
ミ

論
述
の
都
合

共

次
に

全
文
を
掲
げ
る
。

 
 
予
所
懸
者
極
楽
也
、
所
筆
者
観
音
也
、
毎
修
善
事
、
難
論
麓
細
、
避
溢
其

 
 
七
竃
廻
向
彼
土
、
即
発
願
日
、
学
徳
順
次
生
、
必
往
生
極
楽
、
疾
得
無
生

 
 
忍
、
深
入
諸
三
昧
、
以
弥
陀
願
黒
黒
願
、
以
普
賢
行
為
吾
行
、
以
観
音
心

 
、
為
吾
心
、
於
此
娑
婆
国
土
、
犀
利
一
切
衆
生
、
乃
至
利
益
十
方
世
界
、
亦

 
 
復
如
是
、
発
梵
学
心
後
、
歳
月
其
祖
焉
、
遊
間
、
承
徳
二
年
八
月
四
日
己

 
 
卯
曉
夢
、
 
「
巳
終
生
涯
、
・
幡
豆
死
路
、
修
最
後
十
念
、
ロ
ハ
在
此
一
時
、
故

 
 
揚
声
称
南
無
、
送
眼
望
西
方
、
暗
夜
自
破
、
光
明
憶
見
、
既
而
弥
陀
如
来

 
 
 
 
（
マ
マ
）

 
 
丈
六
特
尊
、
穿
虚
空
之
色
、
現
偽
金
雄
藩
、
高
唱
蓮
台
上
、
徐
来
草
盧

 
 
前
、
艀
金
色
手
、
授
白
紙
書
、
予
敬
持
墨
書
、
仰
謄
其
尊
、
即
傍
人
帝
日

 
 
汝
命
根
著
書
、
此
度
不
迎
、
特
有
質
直
心
、
先
所
来
告
也
云
々
。
」
下
階

 
 
夢
覚
、
悦
霊
神
残
、
周
知
、
質
直
心
往
生
之
門
也
、
経
云
、
柔
和
空
谷
者

 
9
蓄
蔵
見
我
身
、
恐
此
之
謂
鰍
、
但
夢
境
難
信
、
妄
想
誰
識
、
重
弁
遠
望
、

 
 
欲
験
虚
実
、
愛
康
和
元
年
九
月
十
三
日
、
参
天
王
寺
、
修
念
仏
行
、
経
九
，

 
 
箇
日
、
満
百
萬
遍
v
干
時
往
詣
金
堂
、
奉
礼
舎
利
、
即
祈
請
日
、
吾
順
次

 
 
往
生
之
願
、
弥
陀
現
前
之
夢
、
倶
非
虚
妄
者
、
舎
利
三
三
出
現
、
若
不
然

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
天
鰍
）

 
 
者
、
勿
顕
現
、
救
世
観
音
、
三
世
四
王
、
太
子
聖
霊
、
護
法
口
龍
、
同
可

続
・
「
更
級
旧
記
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
の
夢
を
め
ぐ
っ
て
」
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証
明
、
如
此
再
三
祈
請
、
奉
写
舎
利
、
瑠
璃
嚢
裏
、
有
金
身
分
、
予
歓
悦

之
涙
不
覚
而
下
、
随
喜
之
人
言
期
平
楽
、
信
敬
巳
詑
、
作
馬
煙
去
、
接
江

家
続
往
生
之
伝
、
豫
忠
興
古
今
遺
漏
鼠
輩
、
不
豊
里
名
聞
為
利
養
而
記
、

只
為
結
縁
為
観
進
撃
記
夷
、
若
使
知
我
之
者
、
無
為
往
生
里
人
、
故
述
此

言
、
以
零
墨
首
云
爾
（
続
群
書
類
従
本
に
よ
る
）

右
の
う
ち
夢
の
内
容
は
「
 
 
」
を
附
し
た
部
分
に
当
る
。
前
文
に
は
、
自
分

の
慕
う
所
は
極
楽
で
あ
り
、
善
事
の
す
べ
て
を
彼
の
土
に
廻
向
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
述
べ
、
後
文
に
は
、
そ
の
夢
の
虚
実
を
確
か
め
よ
う
と
、
翌
年
天
王
寺

に
参
っ
て
念
仏
の
行
を
修
し
、
そ
の
夢
が
虚
妄
で
な
い
こ
と
を
知
り
歓
喜
し
た

こ
と
、
か
く
し
て
た
だ
結
縁
の
た
め
往
生
に
人
を
勧
め
る
た
め
に
、
江
家
の
続

往
生
伝
に
つ
い
で
こ
の
往
生
伝
を
集
め
た
こ
と
、
を
記
し
て
い
る
。

 
こ
の
為
康
の
夢
と
そ
の
後
日
諺
に
つ
い
て
は
、
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
の
「

算
博
士
三
善
為
康
」
の
条
に
も
、
彼
の
経
歴
や
仏
道
修
業
と
共
に
記
さ
れ
て
い

る
が
、
「
拾
遺
往
生
伝
」
と
ほ
ぼ
同
様
で
や
や
簡
約
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

こ
こ
に
並
べ
て
引
用
す
る
必
要
も
な
い
の
で
省
略
す
る
。

 
さ
て
、
「
拾
遺
往
生
伝
」
の
序
に
よ
る
と
、
為
康
は
ま
ず
、
そ
の
夢
を
み
た

と
き
の
年
月
日
を
記
し
た
あ
と
、
夢
の
内
容
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
大
よ
そ

以
下
の
如
く
に
な
ろ
う
。
自
分
は
す
で
に
生
涯
を
終
え
て
ま
さ
に
死
路
に
入
ろ

う
と
し
て
、
最
後
の
十
念
を
修
す
る
時
が
来
た
。
故
に
声
を
あ
げ
南
無
を
と
な

え
、
眼
を
や
っ
て
西
方
を
望
ん
だ
。
す
る
と
暗
夜
が
自
ら
破
れ
て
光
明
が
忽
ち

見
え
た
。
そ
し
て
直
ち
に
弥
陀
如
来
の
お
姿
が
虚
空
の
色
を
引
き
さ
い
て
眞
金

の
膚
を
あ
ら
わ
し
た
。
高
く
蓮
台
の
上
に
坐
し
、
お
も
む
ろ
に
わ
が
草
庵
の
前

に
来
て
、
金
色
の
手
を
の
べ
て
自
紙
の
書
を
授
け
て
下
さ
っ
た
。
予
は
こ
の
書

を
敬
持
し
、
仰
い
で
尊
い
お
姿
を
み
た
。
す
る
と
傍
の
人
が
自
分
に
告
げ
て
言

わ
れ
る
の
に
「
お
前
の
命
は
未
だ
難
き
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
度
は
迎
え
な

い
。
お
前
に
は
質
業
の
心
が
あ
る
か
ら
、
 
（
前
も
っ
て
）
ま
ず
来
て
こ
の
こ
と

を
告
げ
る
の
で
あ
る
云
々
」
と
。
こ
こ
で
忽
ち
に
夢
が
さ
め
た
、
と
い
う
。

 
こ
の
夢
を
更
級
の
そ
れ
に
く
ら
べ
て
み
る
と
、
共
通
す
る
所
は
、
①
ま
ず
年

月
日
を
先
に
明
記
し
て
い
る
こ
と
、
②
阿
弥
陀
仏
の
尊
像
が
自
分
の
庵
の
前
に

立
っ
た
こ
と
、
③
仏
は
金
色
に
光
り
輝
き
、
蓮
台
の
上
に
あ
る
こ
と
、
④
そ
の
夢

の
時
点
で
は
迎
え
て
行
か
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。
①
は
、
そ
れ
が
本
人
に
と
っ

て
記
憶
す
べ
き
重
要
事
で
あ
り
、
各
々
の
余
生
を
支
配
す
る
程
の
意
味
を
持
つ

売
か
ら
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
②
⑧
④
は
平
安
時
代
に
お
け
る
弥
陀
来
迎
の
基

本
的
な
型
で
あ
り
、
当
時
の
信
仰
者
の
共
通
に
抱
い
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
恐
ら
く
往
生
要
集
の
大
文
第
二
の
欣
求
浄
土
の
「
聖
衆
来

迎
の
楽
」
な
ど
か
ら
来
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
欣
求
浄
土
の
章
に

 
 
第
一
聖
衆
来
迎
楽
者
、
凡
悪
業
人
命
蓋
時
、
、
風
火
先
去
、
運
動
熱
多
苦
、

 
 
善
行
人
命
男
時
、
地
水
先
去
、
故
緩
縷
無
苦
、
何
況
念
仏
積
、
運
心
年
深

 
 
 
 
④
 
、
 
、
 
、
 
、

 
 
之
者
、
臨
命
終
時
、
大
喜
自
生
、
所
以
然
者
、
弥
陀
如
来
、
以
本
願
故
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③
、
、
、
、
 
、
・
、
、
、

 
 
与
諸
菩
薩
、
百
千
比
丘
衆
、
放
大
光
明
、
晧
然
在
目
前
、
時
大
悲
観
世
音

 
 
申
百
福
荘
厳
手
、
賄
費
蓮
台
、
至
行
者
前
、
大
勢
至
菩
薩
、
与
無
量
聖
衆

 
 
同
時
讃
嘆
、
授
爵
引
接
、
是
時
行
者
、
目
早
見
之
、
心
中
歓
喜
、
身
心
安

 
 
 
 
 
 
 
 
②
 
、
 
、
 
、
 
 
 
 
、
 
、
 
、
 
、

 
・
楽
、
如
入
禅
定
、
当
知
草
奄
、
瞑
目
之
問
、
便
是
蓮
台
、
結
珈
之
程
、
即

 
」
従
弥
陀
仏
後
、
在
菩
薩
衆
中
、
一
念
之
頃
、
斜
生
西
方
、
極
楽
世
界
、
 
（

 
 
花
山
信
勝
「
原
本
校
注
・
漢
和
対
照
、
往
生
要
集
」
に
よ
る
）

と
あ
っ
て
、
右
の
文
中
で
は
、
全
体
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
存
す
る
が
、
強
い
て

い
え
ば
④
③
②
を
附
し
た
あ
た
り
に
見
ら
れ
る
。
共
通
点
の
④
で
、
金
葎
女
・
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湿
糠
の
夢
に
何
れ
も
、
そ
の
時
点
で
迎
え
て
行
か
な
か
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の

来
迎
が
臨
終
往
生
・
臨
終
引
接
で
、
右
文
中
で
「
臨
命
終
時
」
・
「
瞑
目
泣
寄

」
な
ど
と
あ
る
通
り
で
あ
る
ゆ
平
安
時
代
の
往
生
伝
に
伝
え
ら
れ
る
極
楽
往
生

も
、
み
な
臨
終
の
時
に
実
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
共
通
点
⑧
②
も
そ
れ
ぞ
れ

右
の
文
中
を
総
じ
て
み
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

二

 
次
に
注
目
す
べ
き
は
、
為
康
の
夢
で
は
、
南
無
の
声
を
あ
げ
て
仏
の
現
前
し

た
こ
と
、
そ
し
て
来
迎
の
理
由
と
し
て
、
汝
沓
直
の
心
あ
り
、
と
言
わ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
夢
の
あ
と
、
為
康
は
、
質
直
の
心
が
往
生
の
門
で
あ

る
と
知
っ
た
と
記
す
。
そ
し
て
更
に
、
．
夢
の
虚
実
を
験
し
た
い
と
思
っ
て
一
年

余
り
後
、
天
王
寺
に
詣
で
て
念
仏
の
行
を
修
し
、
夢
の
証
明
を
得
た
こ
と
を
も

記
し
て
い
る
。
夢
の
虚
実
を
た
め
し
た
こ
と
は
と
も
か
く
、
こ
こ
に
記
さ
れ
る

念
仏
行
や
質
直
の
心
あ
り
と
い
う
よ
う
な
往
生
の
条
件
は
、
当
時
の
弥
陀
信
仰

に
関
係
あ
る
こ
と
と
し
て
注
目
す
べ
き
点
だ
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
当

時
の
弥
陀
信
仰
が
、
そ
う
し
た
条
件
を
前
提
と
し
て
極
楽
往
生
す
る
の
が
常
で

あ
っ
た
ら
し
い
か
ら
で
あ
る
。
平
安
朝
の
諸
種
の
往
生
伝
に
挙
げ
ら
れ
た
女
人

の
往
生
込
、
多
く
は
慈
悲
心
あ
り
と
か
、
潔
白
柔
和
な
性
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、

ま
た
道
心
深
い
日
常
で
あ
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
笠
原
一
．
黒
氏

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
）

が
「
女
人
往
生
思
想
の
系
譜
」
に
、
日
本
往
生
極
楽
記
（
慶
滋
保
胤
）
・
法
華

験
記
（
首
発
見
院
沙
門
鎮
源
）
続
本
朝
往
生
伝
（
大
江
匡
房
）
・
拾
遺
往
生
伝

（
三
善
為
康
）
・
続
拾
遺
往
生
伝
（
為
康
）
・
三
碧
往
生
記
（
沙
弥
霊
告
）
・

本
朝
新
修
往
生
伝
（
藤
原
宗
友
）
に
見
え
る
多
く
の
事
例
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

往
生
の
た
め
の
「
人
間
的
条
件
」
と
「
宗
教
的
条
件
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

続
「
更
級
日
記
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
の
夢
を
め
ぐ
っ
て
」

 
そ
れ
で
は
更
級
作
者
の
場
合
は
ど
う
か
、
前
号
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
女

は
中
年
ま
で
も
仏
道
に
心
入
れ
ず
、
光
源
氏
の
夢
が
破
れ
て
家
庭
生
活
に
尽
捧

す
る
頃
、
一
方
に
「
の
ち
の
世
ま
で
の
こ
と
を
も
思
は
む
と
思
ひ
は
げ
み
て
」

と
は
い
え
、
決
し
て
一
途
に
仏
道
に
は
げ
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
晩
年

夫
と
死
別
後
「
功
徳
も
つ
く
ら
ず
な
ど
し
て
た
だ
よ
ふ
」
と
言
う
。
し
か
し
彼

女
が
全
く
仏
道
に
無
関
心
だ
っ
た
と
は
言
え
ず
、
物
語
憧
憬
の
少
女
の
日
か
ら

既
に
仏
道
を
そ
の
対
極
と
し
て
秘
め
持
っ
て
い
た
作
者
は
、
前
号
に
述
べ
た
よ

う
に
、
晩
年
次
第
に
阿
弥
陀
信
仰
に
傾
き
、
極
楽
往
生
を
思
念
す
る
か
ら
こ
そ

あ
あ
し
た
夢
を
み
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
一
般
的
に
言
っ
て
も
、
そ
の
人
の

心
身
に
全
く
無
関
係
な
夢
と
い
う
も
の
は
お
そ
ら
く
な
く
、
心
理
学
者
の
夢
の

分
析
も
そ
れ
を
証
明
し
て
く
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
フ
ロ
イ
ト
は
「
夢
は
願
望
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
）

実
現
だ
」
と
主
張
し
た
と
い
う
が
、
宮
城
音
弥
氏
は
、
す
べ
て
の
夢
が
そ
う
と

は
考
え
な
い
が
、
フ
ロ
イ
ト
の
願
望
実
現
説
は
十
分
に
考
慮
す
る
寄
値
を
も
つ

と
考
え
る
、
と
言
わ
れ
、
夢
は
そ
の
人
の
過
去
や
現
在
の
心
身
に
関
係
し
、
ま

た
転
換
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
変
貌
を
も
た
ら
す
よ
う
だ
が
、
願
望
に
ス
ト
レ
ー
ト

に
結
び
つ
い
て
現
わ
れ
る
場
合
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た

だ
孝
標
女
並
び
に
為
業
の
来
迎
の
夢
は
、
夢
に
し
て
は
整
い
過
ぎ
て
い
る
感
を

免
れ
難
い
が
、
覚
め
て
人
に
語
っ
た
り
書
い
た
り
す
る
場
合
、
再
構
成
す
る
た

め
に
自
然
整
頓
さ
れ
多
少
変
更
し
て
し
ま
う
こ
と
も
、
宮
城
氏
は
述
べ
て
お
ら

れ
る
。

 
孝
標
女
の
過
去
は
「
功
徳
も
つ
く
ら
ず
」
さ
し
て
仏
道
修
業
も
し
な
か
っ
た

と
は
言
え
、
こ
の
夢
を
み
る
ま
で
に
は
彼
女
の
道
心
に
若
干
の
道
程
が
あ
っ
た

こ
と
を
想
像
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
そ
う
と
す
れ
ば
、
夫
死
亡
の
悲
嘆
の

ど
ん
底
で
、
彼
女
が
こ
の
夢
を
唯
一
の
拠
り
所
と
し
た
こ
と
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
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彼
女
と
錐
も
、
阿
弥
陀
来
迎
の
夢
を
み
た
り
、
そ
の
夢
を
信
じ
頼
む
に
、
宗
教

・
的
条
件
を
全
く
欠
く
も
の
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
夢
並
び
に
そ
の
他

の
箇
所
に
修
行
・
功
徳
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
宗
教
的

条
件
を
全
く
否
定
し
去
見
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。

 
 
一
方
、
慈
悲
心
と
か
質
直
の
心
な
ど
に
も
孝
標
女
は
決
し
て
遠
い
も
の
と
は

言
え
ま
い
。
日
記
に
見
得
る
所
に
よ
れ
ば
、
亡
姉
に
代
っ
て
姪
達
を
い
つ
く
し

ん
だ
こ
と
を
始
め
、
継
母
・
姉
・
乳
母
と
の
間
柄
、
父
へ
の
心
情
、
そ
の
外
の

知
友
に
向
け
ら
れ
た
心
や
り
な
ど
、
す
べ
て
そ
れ
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
た
も

の
で
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
ら
の
は
し
ば
し
に
自
然
村
度
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
が

や
さ
し
く
て
質
実
な
人
柄
が
し
の
ば
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

 
し
か
も
「
続
本
朝
往
生
伝
」
 
（
大
江
密
男
）
に
は
、
慈
悲
と
か
質
直
と
か
に

，
遠
か
っ
た
人
の
往
生
を
伝
え
る
話
も
あ
る
。

 
 
但
馬
守
源
章
任
朝
臣
、
近
江
守
高
雅
朝
臣
之
第
二
子
也
…
…
（
中
略
）
…

 
 
家
大
豪
富
、
財
貨
盈
蔵
、
米
穀
敷
地
、
庄
園
家
地
、
布
満
天
下
、
本
朝
之

 
 
陶
朱
碕
結
露
、
日
々
読
阿
弥
陀
経
四
十
九
巻
、
為
後
世
之
勤
、
不
建
堂
塔

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
マ
）

 
 
不
実
仏
事
、
性
説
拘
惜
、
為
勅
史
生
、
以
貧
為
先
、
而
臨
終
正
念
、
得
極

 
 
楽
迎
、
．
愛
知
不
必
依
然
生
業
（
可
謂
宿
善
（
新
校
群
書
類
従
に
よ
る
）

こ
れ
は
、
源
章
任
と
い
う
人
の
場
合
で
、
富
豪
で
あ
っ
て
日
々
阿
弥
陀
経
四
十

九
巻
を
読
み
、
こ
れ
を
後
世
へ
の
勤
め
と
し
た
が
、
堂
塔
を
建
て
ず
仏
事
を
弘

め
ず
、
性
甚
だ
恪
惜
で
禽
る
事
を
先
と
し
た
が
、
臨
終
に
は
正
念
に
し
て
極
楽

の
迎
え
を
得
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
著
者
は
、
往
生
は
今
生
の
業
の
み

 
に
依
ら
な
い
と
知
り
、
前
世
の
善
行
に
よ
る
の
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た

続
・
い
て
次
の
話
が
あ
る
。

 
 
前
伊
豫
守
源
義
朝
臣
者
、
出
落
葉
武
勇
之
家
、
一
生
以
殺
生
為
業
、
況
当

 
 
征
夷
之
任
、
賢
聖
年
来
、
唯
事
闘
戦
、
切
人
首
、
、
断
物
命
、
錐
楚
下
之
竹

 
 
不
可
計
審
、
預
不
次
之
勧
賞
、
画
意
四
位
、
任
伊
豫
守
、
其
後
陪
堂
造

 
 
仏
、
深
悔
罪
障
、
多
年
念
仏
、
遂
以
出
家
、
瞑
目
之
後
、
多
有
往
生
極
楽

 
 
之
夢
、
定
知
十
悪
五
逆
、
猶
彼
許
迎
接
、
何
況
其
事
哉
、
黒
血
一
両
、
大

 
 
 
．
特
歌

 
 
製
図
特

 
右
は
源
頼
義
（
本
文
「
頼
」
脱
か
、
目
次
に
は
「
頼
義
」
と
あ
る
）
の
場
合

代
々
武
勇
の
家
の
出
で
一
生
殺
生
を
業
と
し
た
よ
う
な
人
で
あ
る
が
、
後
に
建

堂
造
仏
を
行
い
、
深
く
罪
障
を
悔
い
、
多
年
念
仏
し
遂
に
出
家
し
た
。
か
く
て

極
楽
に
往
生
し
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
著
者
の
言
う
「
定
知

十
悪
五
逆
」
以
下
の
文
章
に
注
意
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
十
悪
五
逆
の
者
で
も

極
楽
へ
の
迎
接
を
許
さ
れ
る
こ
と
を
、
た
し
か
に
知
っ
た
。
ま
し
て
そ
の
余
の

人
（
十
悪
五
逆
以
外
の
入
）
が
極
楽
往
生
で
き
る
こ
と
は
勿
論
だ
。
こ
の
一
両

、（

]
塵
・
頼
義
両
人
）
の
話
を
見
て
、
誰
で
も
大
い
に
障
み
を
か
け
て
よ
い
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

 
こ
の
二
入
に
つ
い
て
解
文
を
参
照
す
る
と
、
著
者
は
、
前
者
は
宿
善
に
よ
っ

て
、
後
者
は
晩
年
の
悔
改
め
と
修
業
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
往
生
し
た
と
観
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
 
（
笠
原
氏
の
著
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
）
十
悪
五
逆
も

迎
接
を
許
さ
れ
る
と
は
言
っ
て
も
、
後
の
法
然
・
親
鷺
の
悪
人
往
生
の
思
想
「

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
3
）

善
人
な
お
も
ち
て
往
生
を
と
ぐ
。
い
は
ん
や
悪
人
を
や
」
の
所
に
ま
で
徹
底
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
悪
人
に
も
な
お
、
往
生
の
望
み
を
も
た
せ

よ
う
と
説
い
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
し
て
そ
れ
程
の
悪
人
と
は
断
じ
て

言
え
な
い
孝
標
女
少
な
く
と
も
普
通
の
家
庭
婦
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
彼
女
が
、

顧
み
て
往
生
の
資
格
を
全
然
な
し
と
考
え
た
筈
も
な
く
、
弥
陀
来
迎
の
夢
を
待

み
と
し
た
卑
し
て
も
、
少
し
も
不
思
議
は
あ
る
ま
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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三

 
 
以
上
述
べ
来
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
孝
標
女
の
阿
弥
陀
仏
来
迎
の
夢
に
、

当
代
に
往
生
の
条
件
と
し
た
よ
う
な
記
述
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
彼
女

に
往
生
の
資
格
を
拒
否
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
一
方
、
為
康
の
夢
に
は

前
述
し
た
よ
う
に
そ
う
し
た
条
件
的
記
述
が
具
備
し
、
し
か
も
彼
は
常
に
念
仏

の
行
を
は
げ
み
、
諸
行
功
徳
を
積
ん
だ
人
で
あ
る
。
前
掲
の
「
拾
遺
往
生
伝
」

の
序
に
よ
っ
て
み
て
も
、
為
康
の
極
楽
信
仰
は
、
観
音
の
心
を
わ
が
心
と
し
、

普
賢
の
行
を
わ
が
行
と
な
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
あ
り
方
は
、

平
安
時
代
．
一
般
の
弥
陀
信
仰
の
姿
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
一
言
し

た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
い
ま
少
し
、
そ
の
状
況
を
、
日
本
仏
教
史
・
日
本
思

．
想
史
の
諸
家
の
説
に
導
か
れ
て
展
望
し
て
お
こ
う
。

 
平
安
時
代
の
阿
弥
陀
信
仰
は
お
お
む
ね
未
だ
雑
対
象
の
自
力
的
・
苦
行
的
な

性
格
の
も
の
で
、
阿
弥
陀
一
宿
に
の
み
徹
底
し
た
易
行
道
的
・
絶
対
他
力
の
信

仰
は
、
法
然
・
親
鷺
に
よ
っ
て
始
め
て
達
成
せ
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で

あ
る
。
そ
し
て
為
康
よ
り
更
に
四
十
余
年
を
遡
る
孝
標
女
の
時
代
の
弥
陀
信
仰

も
同
じ
く
平
安
時
代
の
そ
の
範
曙
に
属
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
平
安

山
の
弥
陀
信
仰
は
天
台
の
叡
山
仏
教
を
母
胎
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
4
）

'
い
る
。
硲
慈
弘
氏
の
「
日
本
仏
教
の
開
展
と
そ
の
基
調
（
上
）
」
に
よ
れ
ば
、

-
平
安
時
代
の
仏
教
は
法
華
と
弥
陀
の
両
信
仰
が
一
体
一
味
の
も
の
と
な
っ
て
い

る
こ
と
9
、
そ
れ
は
叡
山
仏
教
の
教
義
に
基
く
所
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
て
お

ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
中
期
の
源
為
憲
の
「
三
宝
絵
詞
」
、
末
期
の
後
白
河

院
の
「
梁
塵
嫡
流
」
に
検
証
す
る
も
確
か
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
天
台
教

学
は
平
安
人
士
の
教
養
と
も
な
っ
て
い
た
こ
と
、
法
華
経
の
尊
信
は
、
仏
会
行

続
「
更
級
日
記
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
の
夢
を
め
で
っ
て
」

事
・
文
学
回
す
べ
て
に
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
し
一
方
に
念
仏
が
あ
り
、

朝
に
法
華
を
講
じ
夕
に
念
仏
を
修
す
る
と
い
う
法
華
念
仏
同
体
一
具
の
時
代
信

仰
を
現
出
し
て
い
た
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
は
密
教
信
仰
と
も
調
和
融
合
し
て
修

法
祈
濤
の
盛
行
を
み
た
こ
と
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
硲
氏
及
び
諸
家
も
言
わ
れ

」
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
状
況
は
、
史
上
の
人
物
に
実
際
に
徴
し
得
る
と

同
時
に
、
源
氏
物
語
を
始
め
後
期
物
語
、
及
び
和
歌
作
品
な
ど
に
も
見
ら
れ
る

所
で
あ
る
。
弥
陀
・
法
華
・
密
教
の
三
信
仰
が
、
つ
ね
に
爽
罰
し
相
具
す
る
の

実
状
を
硲
氏
は
特
に
明
確
に
し
て
お
ら
れ
る
。
従
っ
て
鎌
倉
仏
教
の
ご
と
き
一

向
専
修
で
は
な
く
し
て
充
行
雑
修
で
あ
り
、
弥
陀
の
浄
土
を
念
願
す
る
に
し
て

も
、
弥
陀
念
仏
行
に
の
み
依
る
の
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
の
行
業
功
徳
を
積
み
￥

決
し
て
易
行
道
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

 
例
を
史
上
の
人
物
に
と
る
と
、
平
安
中
期
の
道
長
の
信
仰
に
つ
い
て
は
有
名

で
あ
り
、
史
家
・
仏
家
の
多
く
が
そ
の
雑
信
仰
に
つ
い
て
、
金
峰
山
に
奉
納
し

た
法
華
経
外
諸
経
の
例
、
そ
の
他
の
諸
行
を
指
摘
す
る
が
、
そ
の
最
後
は
法
成

寺
の
阿
弥
陀
堂
で
念
仏
を
唱
え
て
往
生
レ
た
と
伝
え
て
お
り
、
阿
弥
陀
信
仰
の

人
と
し
て
終
っ
た
ρ
ま
た
後
期
の
為
康
に
し
て
も
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
弥
陀

浄
土
を
本
願
と
し
て
熱
心
な
念
仏
行
者
で
あ
っ
た
が
、
法
華
経
・
金
剛
般
若
経

、
等
を
手
写
読
蓋
し
、
決
し
て
弥
陀
一
念
で
は
な
い
諸
行
往
生
思
想
に
立
っ
た
こ

と
は
明
か
で
あ
る
。
そ
の
思
想
は
一
般
庶
民
の
問
に
あ
っ
て
も
同
然
で
あ
っ
た

と
い
う
。
中
で
も
法
華
と
弥
陀
両
経
は
密
接
に
結
合
さ
れ
何
ら
矛
盾
す
る
ど
こ

ろ
か
、
浄
土
往
生
の
た
め
に
は
法
華
の
受
持
を
か
く
べ
か
ら
ざ
、
る
所
と
し
た
と

い
う
。
そ
う
し
た
状
況
は
、
為
康
と
砥
ぼ
同
時
代
の
源
俊
頼
の
散
木
奇
歌
集
の

釈
教
部
を
通
し
て
み
て
も
う
か
が
わ
れ
る
所
で
あ
る
。
む
ろ
ん
一
般
女
人
の
場

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
5
）

合
に
お
い
て
も
同
…
様
で
あ
っ
光
の
で
あ
る
。
，

（95）

、

、



四

 
阿
弥
陀
信
仰
は
既
に
奈
良
時
代
か
ら
存
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
盛
行
す
る
の

は
叡
山
仏
教
か
ら
で
、
更
に
源
信
の
「
往
生
信
者
」
が
出
て
、
多
大
な
推
進
力

を
持
っ
た
こ
と
は
大
方
の
認
め
る
所
で
あ
る
。
往
生
要
急
の
中
に
見
ら
れ
る
弥

陀
来
迎
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
孝
信
女
や
為
康
の
夢
に
も
直
結
す
る
ら
し
い
事
は
先

に
も
述
べ
た
が
、
往
生
要
集
は
、
厭
離
繊
土
・
欣
求
浄
土
を
う
た
い
、
観
念
々

仏
を
主
と
し
て
称
名
念
仏
の
道
を
も
開
い
て
、
そ
れ
ら
を
浄
土
往
生
の
正
行
と

し
た
が
、
併
せ
て
諸
行
を
も
容
れ
て
い
る
と
見
る
の
が
一
般
の
見
方
の
よ
う
で

あ
る
。
源
信
も
や
は
り
称
名
念
仏
の
み
に
よ
る
易
行
道
の
救
済
の
道
に
は
い
た

っ
で
い
な
い
の
で
あ
る
。
・
「
往
生
二
業
念
仏
為
本
」
と
言
い
、
法
然
上
人
に
多

大
の
影
響
を
与
え
は
し
た
が
、
平
安
時
代
に
あ
っ
て
は
結
局
、
「
第
十
九
願
中

心
の
浄
土
教
を
形
成
し
、
而
し
て
専
ら
聖
衆
の
来
迎
を
た
の
み
、
来
迎
引
接
に

預
ら
ん
こ
と
を
切
願
し
た
」
と
硲
氏
は
述
べ
ら
れ
る
が
、
な
る
ほ
ど
当
代
の
往

生
伝
も
諸
行
功
徳
を
あ
げ
聖
衆
の
来
迎
に
よ
る
臨
終
の
往
生
を
伝
え
、
為
康
の

序
の
意
味
す
る
所
も
、
結
局
同
じ
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
孝
標
女
の
夢
も
諸

行
功
徳
の
こ
と
は
い
ざ
知
ら
ず
、
来
迎
引
接
に
よ
る
往
生
を
意
味
す
る
こ
と
言

を
ま
た
な
い
。

 
ま
た
、
往
生
要
集
の
大
文
第
四
正
修
念
仏
の
第
四
観
察
門
に
は
、

 
 
第
四
観
察
門
者
、
初
心
幽
々
、
不
堪
深
奥
、
如
「
十
住
毘
婆
娑
」
云
、
「

 
 
新
発
意
菩
薩
、
先
念
仏
色
相
」
又
諸
経
中
、
為
初
球
人
、
多
説
相
好
功
徳

 
 
是
故
今
当
修
誤
想
観
、
此
分
為
三
、
一
別
想
観
、
二
総
想
観
、
三
雑
旧
観
、

 
 
随
意
楽
応
用
之
、
初
垂
頚
観
心
七
二
有
、
止
観
華
座
、
観
経
云
、
「
欲
観

 
 
彼
仏
者
ハ
当
起
想
念
、
於
七
宝
地
上
、
作
蓮
華
想
、
令
其
蓮
華
、
一
々
葉

 
 
作
百
三
色
有
八
万
四
千
脈
、
猶
如
天
書
、
脈
有
八
万
四
千
光
、
了
々
分
明

 
 
皆
令
三
見
（
下
略
）

と
あ
っ
て
、
初
心
の
人
は
色
相
観
を
修
せ
よ
と
説
き
、
以
下
浄
土
の
荘
厳
美
麗

な
様
相
を
描
写
し
て
、
そ
れ
ら
が
、
平
安
貴
族
た
ち
の
弥
陀
信
仰
を
は
ぐ
く
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
6
）

で
来
た
こ
と
は
、
家
永
氏
・
間
中
品
等
も
述
べ
ら
れ
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
家
永

 
 
 
 
 
 
 
 
（
了
）

氏
は
「
法
成
寺
の
創
建
」
の
中
の
．
「
思
想
的
背
景
と
歴
史
的
意
義
」
の
論
説
に

お
い
て
「
道
長
時
代
の
浄
土
教
は
専
ら
観
察
門
の
立
場
に
立
ち
、
色
相
観
を
重

ん
じ
た
の
で
あ
り
、
伽
藍
の
荘
厳
、
仏
像
の
尊
容
は
其
の
儘
浄
土
の
荘
厳
を
観

ず
る
心
意
と
し
て
利
用
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
か
㌧
る
要
求
に
応
ず
べ
く
寺

院
の
荘
厳
は
必
然
的
に
浄
土
変
相
の
立
体
的
表
現
を
目
標
と
し
て
形
成
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
た
し
か
に
、
法
成
寺
や

宇
治
の
鳳
鳳
堂
が
、
地
上
に
浄
土
の
光
景
を
観
想
し
よ
う
と
構
想
せ
ら
れ
て
い

る
面
が
考
え
ら
れ
よ
う
し
、
文
学
作
品
の
上
に
も
、
そ
う
し
た
反
映
は
、
物
語

に
も
和
歌
に
も
、
極
楽
へ
の
あ
こ
が
れ
と
し
て
階
所
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
8
）

次
に
、
孝
虚
言
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
寝
覚
物
語
．
狭
衣
物
語
か
ら
引
用
し
て
み
よ

，
つ
。

 
 
織
物
の
御
衣
ど
も
小
娃
こ
く
う
す
く
う
ち
た
る
色
、
に
ほ
ひ
は
似
る
も
の

 
 
な
く
て
、
御
簾
の
う
ち
よ
り
お
し
い
だ
さ
れ
た
る
を
、
権
中
納
言
・
新
申

 
 
納
言
御
子
ど
も
よ
り
て
と
り
給
ひ
て
、
品
々
か
づ
け
ら
る
～
、
あ
さ
ぼ
ら

 
 
け
の
霧
の
た
え
ま
に
風
の
お
ほ
へ
る
も
み
ち
の
色
々
と
見
え
て
、
い
ま
ひ

 
 
と
か
へ
し
あ
そ
ば
さ
れ
た
る
お
も
し
ろ
さ
限
り
な
し
。
極
楽
な
ど
い
ふ
ら

 
 
ん
所
も
か
く
や
と
そ
お
ぼ
え
た
る
。
（
寝
覚
・
下
肉
前
田
本
に
よ
る
）

 
 
管
・
曉
の
餓
法
な
ど
に
も
冒
す
ぐ
れ
た
る
を
選
ら
せ
給
へ
れ
ば
、
あ
は
れ

 
 
に
尊
き
こ
と
限
り
な
し
。
十
方
供
の
折
は
蓮
の
花
、
色
々
散
り
紛
ひ
た
る

 
 
 
 
 
 
 
 
ρ
．
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に
、
名
香
の
か
を
り
あ
ひ
た
る
は
、
極
楽
も
か
く
こ
そ
は
と
推
し
は
か
ら

 
 
れ
て
、
苛
い
と
ど
幻
の
世
を
そ
む
き
す
て
さ
せ
給
へ
る
嬉
し
さ
を
思
し
め

 
 
さ
れ
て
、
御
心
の
面
す
ず
し
う
心
を
添
へ
て
行
は
せ
給
ふ
に
（
狭
衣
．
巻

 
 
三
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
）

こ
れ
ら
に
は
平
安
貴
族
の
極
楽
に
対
す
る
憧
憬
が
に
じ
み
出
て
い
る
と
同
時
に

往
生
要
集
の
描
写
す
る
よ
う
な
美
麗
な
極
楽
が
作
者
の
脳
裏
に
あ
る
こ
と
を
物

語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
で
、
狭
衣
物
語
の
場
合
は
、
女
二
宮
の
曼
陀
羅
供
養

の
際
の
法
華
八
講
の
場
面
で
あ
る
が
、
殊
に
こ
れ
は
当
時
の
仏
教
の
姿
を
如
実

・
に
示
す
も
の
で
、
法
華
・
弥
陀
一
体
の
諸
行
往
生
思
想
を
反
映
す
る
と
同
時
に

観
想
的
な
浄
土
信
仰
を
具
現
す
る
も
の
と
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

 
ま
た
和
歌
作
品
の
分
野
で
、
平
安
後
期
の
源
俊
頼
の
自
撰
家
集
散
木
奇
歌
集

に
は
、
特
に
始
め
て
釈
教
の
部
を
設
け
て
一
二
六
首
の
多
数
の
釈
教
歌
を
含
む

が
、
苦
情
も
往
生
要
集
の
影
響
を
受
け
た
人
で
あ
る
。
釈
教
歌
を
見
る
と
、
法

華
経
・
浄
土
三
部
経
の
両
者
を
素
材
と
す
る
外
、
や
は
ヴ
当
時
の
仏
教
思
想
を

具
現
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
前
に
も
一
言
ふ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
殊
に
そ
の
観

想
的
な
傾
向
を
示
す
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
 
（
引
用
は
筆
者
校
訂
本
に
よ
る
）

 
 
 
左
京
大
夫
経
忠
の
許
に
て
寺
の
桜
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る

 
 
風
吹
け
ば
弥
陀
の
み
ぎ
り
に
散
る
花
を
の
り
の
む
し
ろ
と
敷
き
し
の
ぶ
か

 
 
な

 
 
 
池
中
蓮
花
お
ほ
き
さ
車
の
輪
の
ご
と
し
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る

 
 
む
ま
れ
ば
や
め
ぐ
る
と
な
ら
ば
を
ぐ
る
ま
の
輪
に
ま
が
ふ
な
る
池
の
は
ち

 
 
す
に

 
 
 
常
に
大
空
に
は
楽
の
音
な
ど
す
る
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る

 
 
笛
の
音
に
こ
と
の
調
べ
の
通
へ
る
は
た
な
び
く
雲
に
風
や
吹
く
ら
ん
、

続
「
更
級
日
記
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
の
夢
を
め
ぐ
っ
て
」

第
一
首
は
釈
教
部
の
冒
頭
の
歌
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
観
想
的
な
歌
で
初
出
を

飾
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
首
、
第
三
首
は
経
文
に
よ
っ
て
浄
土
を
観
想
し
て
い

る
と
言
え
よ
う
か
。
ま
た
つ
い
で
な
が
ら
、
俊
頼
は
、
釈
教
の
部
の
巻
末
に
、

 
 
 
か
み
に
は
眞
言
の
文
字
を
お
き
て
よ
め
れ
ば
た
の
も
し
さ
に
よ
め
る

 
 
か
み
に
お
け
る
文
字
は
ま
こ
と
の
法
な
れ
ば
歌
も
よ
み
ち
を
た
す
け
ざ
ら

 
 
め
や

と
詠
ん
で
い
る
の
に
よ
れ
ば
、
精
虫
は
、
阿
弥
陀
小
柴
の
十
六
字
を
歌
頭
に
冠

し
た
歌
を
詠
じ
て
、
そ
れ
も
浄
土
往
生
の
た
め
の
功
徳
を
積
む
こ
と
に
な
る
と

考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
裏
返
せ
ば
こ
こ
に
、
や
は
り
諸
行
往
生
の
考
え
方

が
あ
る
と
み
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五

 
平
安
中
後
期
に
盛
行
し
た
以
上
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
弥
陀
信
仰
の
中
に
、

孝
標
女
や
為
康
の
夢
を
改
め
て
お
い
て
み
る
時
、
何
れ
も
極
め
て
自
然
な
内
容

で
あ
り
、
群
竹
女
の
方
は
、
当
代
共
通
の
往
生
の
条
件
的
叙
述
は
な
い
が
、
観

想
的
な
来
迎
の
構
図
は
為
康
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
実

態
を
改
め
て
凝
視
す
る
時
、
孝
標
女
の
阿
弥
陀
仏
の
夢
は
決
し
て
特
別
に
美
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
9
）

い
も
の
で
も
「
忘
八
の
美
形
」
で
も
な
か
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

 
そ
し
て
夢
だ
か
ら
と
言
っ
て
軽
視
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
の
事
例
と
照
し
て

考
え
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
平
安
時
代
所
産
の
数
々
の
往
生
伝
等
に
は
、
阿

弥
陀
仏
来
迎
や
浄
土
へ
の
約
束
を
語
る
夢
を
伝
え
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な

い
。
例
え
ば
「
「
本
朝
法
華
験
記
」
の
比
丘
尼
三
三
・
女
弟
子
藤
原
氏
、
「
後
拾

遺
往
生
伝
」
・
「
意
外
往
生
記
」
の
沙
弥
蓮
禅
、
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
の
藤

原
宗
友
等
の
場
合
で
あ
る
。
他
人
の
夢
に
現
れ
た
通
り
に
往
生
の
実
現
し
た
例

（97）



も
「
法
華
験
記
」
の
大
日
寺
近
辺
老
女
や
「
続
後
拾
遺
往
生
伝
」
の
藤
原
基
忠

の
妻
等
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
夢
が
往
生
の
実
現
と
深
く
関
連
し

て
語
ら
れ
、
為
康
の
場
合
は
夢
の
虚
実
を
験
し
て
そ
れ
は
や
は
り
眞
実
で
あ
っ

た
こ
と
を
深
く
銘
記
し
た
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
平
安
期
の
信
仰
者
に
と
っ

て
夢
は
決
し
て
虚
妄
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
得
喪
女
の
場
合
も
こ
の
点
で
例

外
と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
従
っ
て
「
ふ
っ
と
消
え
て
し
ま
ふ
か
も
知
れ
な

 
 
 
 
 
（
1
0
）

い
向
い
夢
の
影
像
」
と
い
う
こ
と
は
当
ら
な
い
の
で
は
泌
る
ま
い
か
。
信
仰
以

外
を
も
含
め
て
一
般
に
夢
が
そ
の
個
人
の
心
身
に
関
わ
り
あ
る
こ
と
は
前
に
も

触
れ
た
。
又
、
夢
に
対
す
る
平
安
時
代
人
の
考
え
方
や
文
学
に
お
け
る
あ
り
方

の
現
代
人
と
異
な
る
こ
と
は
今
更
こ
こ
に
説
く
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

 、

]
っ
て
、
孝
標
女
が
「
頼
む
こ
と
一
つ
ぞ
あ
り
け
る
」
と
言
い
、
再
び
「
こ

の
夢
ば
か
り
そ
の
ち
の
頼
み
と
し
け
る
」
と
強
調
す
る
の
も
極
め
て
自
然
で
、

少
し
も
疑
わ
し
い
点
は
な
い
。
彼
女
も
前
述
し
た
よ
う
な
往
生
謬
の
幾
つ
か
は

‘
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
既
に
書
か
れ
て
い
た
「
法
華
験
記
」
等
は
読
ん
で

い
た
か
も
知
れ
な
い
。

一』
ノ、

．
か
く
て
以
上
の
拙
論
を
前
号
の
そ
れ
に
加
え
る
と
孝
標
女
の
阿
弥
陀
仏
の
夢

及
び
そ
れ
を
頼
む
と
い
う
彼
女
の
信
仰
に
疑
念
を
さ
し
は
さ
む
根
拠
は
更
に
減

退
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
か
つ
て
彼
女
の
抱
い
た
光
源
氏
・
物
語
女
性
へ

の
憧
憬
と
は
一
線
を
画
し
て
彼
女
の
頼
ん
だ
信
仰
を
そ
こ
に
観
て
よ
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
た
だ
、
そ
の
信
仰
の
性
格
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か

は
、
夢
以
外
に
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
先
に
述
べ
た
こ
の
時
代
の
雑
対

象
・
雑
纂
の
い
か
ん
な
ど
は
不
明
で
あ
っ
て
、
隔
む
ろ
ん
、
彼
女
が
弥
陀
心
仏
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＼

の
み
拠
っ
た
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
前
号
で
の
わ

た
く
し
の
論
述
に
不
用
意
な
所
（
三
の
前
半
あ
た
り
）
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ

る
の
で
お
わ
び
し
て
お
き
た
い
。
前
号
に
用
い
た
「
雑
多
な
信
仰
対
象
」
と
い

う
の
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
平
安
時
代
の
弥
陀
信
仰
内
で
の
そ
れ
で
は
な
い

と
理
解
し
て
預
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
家
永
氏
は
「
…
…
時
代
一
般
の
思
潮
が
治
承
以
後
の
騒
乱
を
経
過

し
て
始
め
て
到
達
し
得
た
心
境
を
、
作
者
は
そ
の
つ
つ
ま
し
き
経
歴
の
内
に
既

に
そ
の
同
じ
到
達
点
に
迄
至
っ
て
み
る
之
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
作
者

は
一
女
性
の
身
を
以
て
よ
く
時
代
の
動
向
に
添
ひ
、
否
、
時
代
に
先
だ
っ
て
自

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
1
）

己
の
魂
を
赴
く
べ
き
処
に
赴
か
し
め
沈
の
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
。
乙
の
「
同

じ
到
達
点
」
と
あ
る
の
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
産
量
女
の
場
合
、
時

代
に
先
ん
じ
て
法
然
の
如
き
一
仏
専
修
に
至
り
得
て
い
る
と
は
断
言
で
き
ま

い
。
し
か
し
同
氏
は
、
道
長
の
弥
陀
信
仰
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
箇
所
で
、
道

長
も
時
代
の
子
と
し
て
雑
信
仰
で
あ
っ
た
が
、
晩
年
次
第
に
弥
陀
信
仰
に
傾
さ

寛
仁
四
年
の
病
悩
の
折
は
「
今
は
祈
り
は
せ
で
、
た
だ
滅
罪
生
善
の
法
ど
も
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
2
）

行
は
せ
、
念
仏
の
声
を
絶
え
ず
聞
か
ば
や
」
と
言
い
、
万
寿
四
年
最
後
の
病
床

で
は
、
頼
三
等
の
祈
祷
修
法
に
奔
走
す
る
の
を
止
め
て
「
さ
ら
に
さ
ら
に
お
の

れ
を
哀
れ
と
思
は
ん
人
は
こ
の
度
の
心
地
に
祈
り
せ
ん
は
な
か
な
か
恨
み
ん
と

す
。
お
の
れ
を
ば
悪
道
に
お
ち
よ
と
こ
そ
は
あ
ら
め
。
常
念
仏
を
の
み
ぞ
聞
く

 
（
1
3
）

べ
き
」
と
、
密
教
の
加
持
祈
祷
を
拒
否
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
 
「
こ
れ
ら
の
言

動
の
裡
に
は
密
教
的
修
法
に
よ
る
現
世
的
意
欲
拡
充
の
希
望
か
射
弥
陀
の
力
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
4
）

よ
る
後
世
の
救
済
へ
の
廻
心
が
明
瞭
に
宣
言
さ
れ
て
る
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ

」
ど
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
当
時
の
浄
土
信
仰
者
が
、
聖
衆
来
迎
に
よ
る
臨
終
往

生
を
願
望
し
た
以
上
、
現
世
の
利
福
を
も
は
や
望
ま
な
い
時
点
に
お
い
て
、
少
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ρ

な
く
と
も
最
後
に
は
弥
陀
浄
土
に
集
中
し
て
行
く
ケ
ー
ス
は
あ
り
得
る
行
程
と

図
れ
れ
る
が
、
後
の
法
然
上
人
の
よ
う
に
、
自
覚
的
に
諸
行
諸
仏
を
排
斥
し
た

わ
け
で
は
無
論
な
か
ろ
う
。

 
ま
た
硲
氏
は
、
雑
信
仰
の
平
安
の
時
代
に
お
い
て
も
、
例
外
的
に
念
仏
専
修

の
人
も
あ
っ
た
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
中
の
一
．
に
、

 
 
大
和
国
有
一
上
人
、
失
其
癖
、
俗
寧
日
阿
弥
陀
房
突
、
壮
年
発
心
、
出
家

 
 
受
戒
、
偏
拗
世
事
、
只
唱
念
仏
、
或
人
夢
、
若
臆
見
阿
弥
陀
仏
、
可
見
大

 
・
和
国
阿
弥
陀
房
上
人
云
々
、
此
言
及
広
、
鰻
登
結
縁
者
多
尖
（
拾
遺
往
生

 
 
伝
下
）

が
あ
り
、
こ
れ
は
、
偏
へ
に
世
事
を
鋤
っ
て
た
だ
念
仏
を
唱
え
、
阿
弥
陀
仏
を

拝
見
し
よ
う
と
思
え
ば
、
．
こ
の
阿
弥
陀
房
上
人
を
見
よ
、
と
い
う
或
人
の
夢
の

言
が
広
ま
っ
た
と
い
う
程
の
念
仏
行
者
で
あ
る
。
硲
氏
は
こ
れ
を
後
の
法
然
上

人
・
の
先
駆
と
し
て
注
意
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
大
体
と
し
て
は
諸
行
往
生
㍉
雑
対
象
の
弥
陀
信
仰
の
時
代

に
あ
っ
て
、
孝
標
女
の
信
仰
は
、
素
人
で
あ
り
人
柄
が
一
途
で
あ
っ
た
だ
け
に

阿
弥
陀
房
上
人
の
よ
う
に
弥
陀
に
の
み
集
中
し
て
行
く
こ
と
も
あ
り
得
な
く
は
．

あ
る
ま
い
が
、
何
れ
の
あ
り
方
を
と
つ
だ
か
は
決
定
し
難
い
。
し
か
し
、
か
つ

て
、
人
眞
似
で
経
読
み
勤
行
す
る
な
ど
は
せ
ず
、
一
物
語
・
歌
に
の
み
熱
中
し
た
」

と
言
う
彼
女
が
、
こ
の
世
を
夢
と
観
じ
、
 
「
悲
し
げ
な
り
と
見
し
鏡
の
影
の
み

」
的
中
し
た
と
観
じ
て
、
す
べ
て
が
瓦
解
し
た
時
点
に
お
い
て
、
始
め
て
わ
が

心
か
ら
弥
陀
浄
土
を
た
の
む
と
言
っ
て
い
み
こ
と
だ
け
は
確
か
と
言
え
よ
う
。

然
⑤
ば
そ
の
後
、
彼
女
は
ど
う
あ
っ
た
の
か
、
．
い
よ
い
よ
弥
陀
浄
土
を
観
想
し

た
か
、
観
念
念
仏
に
堪
え
な
い
者
は
称
念
で
も
よ
し
と
し
た
信
仰
に
従
っ
て
念

仏
を
唱
え
た
か
、
せ
め
て
そ
の
後
、
読
経
．
念
仏
な
ど
の
功
徳
を
積
む
こ
と
を

続
「
更
級
日
記
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
の
夢
を
め
ぐ
っ
て
」

心
が
け
た
か
、
何
れ
と
も
返
す
返
す
も
不
明
と
い
う
外
な
い
つ
噛
 
 
 
、

 
濫
り
に
、
観
想
的
な
あ
り
方
を
と
る
時
、
当
時
の
最
高
級
貴
族
た
ち
の
よ
う

に
、
豪
奢
な
寺
院
堂
塔
を
浄
土
に
な
ぞ
ら
え
て
造
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
か
な

わ
ず
と
も
、
当
時
は
浄
土
曼
陀
羅
・
来
迎
図
な
ど
は
幾
ら
も
存
し
た
・
の
で
あ
ろ

う
か
ら
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
弥
陀
浄
土
を
想
い
観
る
道
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

更
級
日
記
の
作
者
は
、
少
女
の
日
に
薬
師
仏
を
造
っ
て
物
語
獲
得
を
祈
願
し
た

と
自
ら
記
し
た
が
、
ま
し
て
晩
年
の
作
者
は
、
阿
弥
陀
像
を
つ
く
る
こ
と
（
絵

で
も
彫
刻
で
も
）
や
浄
土
絵
図
を
作
る
こ
と
も
、
わ
け
な
く
で
き
た
で
あ
ろ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
5
）

う
。
更
級
日
記
の
如
き
幻
想
的
な
作
晶
を
書
い
た
作
者
と
し
て
は
、
観
想
的
な

あ
り
方
で
浄
土
を
想
い
観
る
な
ら
ば
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
と
考

 
 
 
 
 
（
1
6
．
）

‘
え
る
反
面
、
ひ
た
ぶ
る
な
彼
女
は
、
無
自
覚
な
が
ら
弥
陀
心
仏
の
み
に
集
中
し

て
行
く
可
能
性
も
な
し
と
は
言
い
き
れ
ま
い
。

 
以
上
、
論
述
は
錯
綜
し
た
こ
と
を
お
そ
れ
る
が
、
要
す
る
、
に
、
孝
標
女
の
阿

弥
陀
仏
の
夢
を
、
平
安
時
代
の
阿
弥
陀
信
仰
の
実
態
の
中
に
改
め
て
置
い
て
み

る
と
き
、
少
し
も
矛
盾
す
る
所
は
な
ぐ
、
極
め
て
自
然
で
あ
り
、
彼
女
が
「
頼

む
こ
と
一
つ
」
と
い
う
弥
陀
信
仰
は
、
い
よ
い
よ
も
っ
て
彼
女
の
言
の
ま
ま
に

受
け
と
る
べ
き
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
思
う
も
の
で
あ
る
。

注

（
1
）
昭
和
5
0
・
8
刊
．
（
吉
川
弘
文
館
）
，

（
2
）
昭
和
4
7
・
犯
罪
「
夢
」
 
（
岩
波
新
書
）

（
3
・
）
歎
異
抄
（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
Y

（
4
）
昭
和
2
3
・
1
1
刊
（
三
省
堂
）
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（
5
）
法
華
経
の
薬
王
菩
薩
本
事
品
に
「
若
し
如
来
の
滅
後
、
後
の
五
百
歳
の

申
に
て
、
若
し
女
人
あ
り
て
こ
の
経
典
を
聞
き
て
、
説
の
如
く
修
行
せ
ば
、

こ
こ
に
お
い
て
命
終
し
て
、
即
ち
安
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
の
、
大
菩
薩
に
囲

遠
せ
ら
る
る
住
処
に
往
き
て
、
蓮
華
の
中
の
宝
座
の
上
に
生
れ
ん
」
（
岩
波

文
庫
本
に
よ
る
）
と
あ
る
の
や
、
提
婆
達
多
品
の
竜
女
成
仏
に
よ
っ
て
、
女

人
の
信
仰
に
希
望
を
与
え
る
と
同
時
に
、
こ
こ
に
も
法
華
と
念
仏
の
並
行
が

み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
6
）
間
中
冨
士
子
著
「
国
文
学
に
撫
取
さ
れ
た
仏
教
」
の
「
弥
陀
讃
美
・
浄

土
欣
求
の
和
歌
」
。

（
7
）
家
永
三
郎
著
「
上
代
仏
教
思
想
史
研
究
」
所
収
。

（
8
）
御
物
本
「
更
級
日
記
」
の
定
家
奥
書
は
、
寝
覚
も
孝
標
女
作
と
す
る
伝

承
を
記
す
。

（
9
）
秋
山
慶
「
更
級
日
記
に
つ
い
て
の
小
見
」
 
（
国
語
と
国
文
学
、
昭
和
2
4

・
1
0
）

（
1
0
）
近
藤
＝
「
更
級
日
記
構
想
論
」
 
（
国
語
と
文
学
・
昭
和
2
6
・
5
）

（
1
1
）
 
（
7
）
と
同
書
所
収
。

（
1
2
）
栄
花
物
語
「
疑
」

（
1
3
）
栄
花
「
鶴
の
林
」

（
1
4
）
 
（
7
）
に
同
じ

（
1
5
）
前
号
7
頁
下
段
8
頁
下
段
に
「
幼
想
的
」
と
あ
る
の
は
「
幻
想
的
」
と

訂
正
。

（
1
6
）
こ
の
「
ひ
た
ぶ
る
さ
」
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
更
級
日
記
（
上
）
」
 
（

講
談
社
学
術
文
庫
）
1
9
頁
の
二
・
三
行
な
ど
で
述
べ
た
も
の
。
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